
 

 

 

 

           第１２回 福祉の仕事を知るための見学バスツアー報告  

 

 

１．みんなの家（生活介護・短期入所）、らむハウス（放課後等デイサービス）、グループホ

ームノア（グループホーム） 
「訪問」「通い」「泊まり」の障害福祉サービス、介護保険サービスを

展開、子どもから高齢の方まで年齢や障害を問わず地域生活を支えてみ

えるサーブ介護センターの３つの事業所を見学させていただきました。 

みんなの家では、利用者の方が季節の飾りの制作をされている場面を

見学させていただきました。医療的ケアが必要な方も利用されていて、

スタッフの方が笑顔で丁寧に関わられている印象を受けました。 

らむハウスでは、歌に合わせたレクで盛り上がっていて、こちらまで楽しくなるようなにぎやかな雰囲気

で「ハード面（建物）はあえてバリアフリーにせず、家庭や一般社会に近い環境で建築してあり、1 人ひと

りにあった補助具や、個々の支援を工夫して実践している。」というお話が大変印象に残りました。 

グループホームノアでは、「主婦や子育てで苦労された経験がグル

ープホームの仕事をするうえで役立つ」というお話や、「ホームでの

暮らしを支える中で、ずっと仕事に行けなかった利用者の方が最近毎

日アルバイトに行けるようになった。」と嬉しそうなスタッフの方の

お話が印象的でした。 

見学の中で代表の後藤さんからは、「福祉の仕事や事業所もたくさ

んあり、必ずその人にあった事業所があります。」というお話がありましたが、盛り上げることが好きだっ

たり、そっと寄り添って話を聴くことがむいていたり、事業所によって働き方や求めている方はいろいろで

す。ぜひ多くの方に福祉の仕事に関わってほしいなぁと思いました。 

 

２．「一宮福祉サポート」/「サポートテラス開明」（サービス付き高齢者住宅） 

福祉用具機器のレンタル・販売を行う「一宮福祉サポート」さ

んでは、最新の車いすや階段昇降機などのデモンストレーション

の後、車イスや介護マットの洗浄・消毒工場を見学しました。衛

生面に配慮した清潔で快適な工場の中には、貴重な大型の洗浄機

や乾燥機が並び、普段見ることのないメンテナンスの様子を丁寧

に説明していただきました。又、障害者の就労も含めた新たな事

業展開の夢を語る代表者の姿に、同社が市内でも圧倒的なシェアを誇り、ますます発展を遂げる理

由がわかったような気がしました。 

オープンしたばかりの「サポートテラス開明」さんは、きれいで、

家具や材質なども調和のとれた落ち着いた雰囲気。空間にも余裕があ

り、快適な生活スペースへのこだわりが随所に感じられる工夫がされ

ていました。そして昼食は、こちらの利用者さんが普段食べているも

のと同じものを私たちもいただきました。コック帽を被ったシェフが

腕を振るったお食事は、上品でちょうど良いお味でした。こんな環境

で老後が過ごせるお年寄りに私もなりたい… 

  



 

 

 

 

 

３．ＥＮＳＥＭＢＬＥ Ⅱ（アンサンブル株式会社） 

到着後、代表の方からアンサンブルⅡについての説明や支援者としての想いをたくさん語っていただきま

した。働いている利用者さんの可能性を伸ばし一般就労に繋げていくところまで視野に入れて支援している

という前向きな話を聞くことができました。 

 アンサンブルⅡは福祉的な支援を行いながらも、仕事に対する意識の高さを感じられる事業所でした。挨

拶する時にも、仕事の手を止めて挨拶をするという意識もしている利用者さんがたくさんみえました。仕事

の内容も、事業所内は衣類の検品や紙袋の組み立て等の内職が中心でしたが、車で片道 1 時間かかるよう

な場所へ毎日施設外就労に行っている方たちもいると聞き、現場によっては過酷な状況で仕事をしているこ

ともあるそうです。それでも仕事を続けている利用者さんや職員さんは大変さ以上のやり

がいや目標を持って働いているのですね、きっと。 

福祉サービスで留まらず、一般就労に向けて支援をしていきたいと考えるアンサンブル

Ⅱの職員さん方は福祉以外の幅広い知識や繋がりで支援しているんだなぁと実感した、あ

っという間の時間でした。 

 

４．喫茶たまてばこ 

最後はファッションデザインセンターの１階にある「喫茶たまてばこ」

でコーヒータイム。いずみ第 2 作業所の出張所という位置づけで昨年１

１月にオープンしたばかりのお店で、ドリンクメニューもランチメニュ

ーも充実していました。この店の一番の魅力は何と言ってもフレッシュ

な店員さんたち。初々しい姿で、ゆっくりゆっくり真剣な表情で飲み物

を運んできてくれます。見ているお客さんも自然と力が入り、無事テー

ブルに置かれたときには、ホッとして自然と笑顔になれるという演出（？）も見事です。 

バスツアーの最後に一日を振り返りながら、みんなで食べたたい焼

きは、少々食べ過ぎの感はありましたが格別でした。 

 

 

 

 

 

 

今回は４カ所の事業所にご協力をいただき、平成 28 年５月２６日に福祉の仕事を知るためのバスツアー

を開催いたしました。『福祉の魅力』を私たちも再確認する貴重な機会となりました。

ご参加いただいた皆さん、ご協力いただいた事業所さん、ありがとうございました。 

次回は平成 28 年 10 月を予定しています。 

また、新しい福祉の魅力をみんなで一緒に見つけましょう！ 

たくさんのご参加お待ちしております。 


